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高校生の学校満足度と学校選択の要因
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図表3－5　学校選択の要因（A校）　　　　　　　　　　　　　　　　　烈羅崔 図表3一フ　学校選択の要因（C校） ?っ?（ ?
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父 億 父 母 父　　母
旧制小・新
ｧ中 4・髭 6．2 14．318．639．536．8
旧制中・師
ﾍ・高女 5．2 5．窪 19．023．2 7．9 10．5
新制高校 35．447．842．944．148．746．1
旧制高・高師・陸士
2．1 2ユ 9．5 6．9 o 2．6
新制高専 2ユ 0 0 0 o 0
短期大学 4．2 12．5 o 2．3 2．6 2．7
??????
45．825．O14．3 4．6 o o
図表3－9　両親の職業
A高校 B高校 C高校
父 母 父 母 父 母
農業・林ﾆ・漁業
?
0 2．3 o 2．6 2．6
鉱業 2．1 ? 2．3 2．3 0 0
販売 6214．620．916．3ユ0．5 15．8
運輸・通信 4．2 0 2．3 0 18．4 7．9
サービス的
E業 4．2 8．3 6．9 0 2．6 15．8
保安的職業 4．2 0 o 0 o 0
専門的技術
I職業 35．414．6 9．3 93 7．9 2．6
技能工・生
Y工 10．4 2．1 27．911．634．210．5
事務 1工．5 9．5 11．919．8 5．3 5．3
管理的職業 18．7 2．1 9．3 0 5．3 2．6
家事従事者 o 47．8 0 32．6 o 23．7
無職 o’ 0 2．3 2．3 2．6 2．6
その他 2．1 0 4．6 4．6 10．51G．5
　母親についてみても，「専門的技術的職業従事者」と
「管理的職業従事者」とを合わせた割合は，A校では
16．7％であるのに対し，B校では9．3％，　C校では5．2％
となっている。また，A校は「家事従事者」が47．S％
であるのに対し，B校では32．6％，C校では23．7％であ
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る。
　このように省学校によって親の学歴や階層に大きな
難があることが認められるeA校の場合，両親とも高
学歴であり，父親は笹理的ないし専門的技術的職業に
従事しているケースが多い。これに対してC校では両
親とも学歴が低く，父親は技能工・生薦工程作業従寮
者が多い。また，B校の場合は両親の学歴はA校とC
校の撫ぽ中llilに位1置し，父親の職業は技能工・生産工
程作業や叛売業が多い。いずれにしても，親の学歴や
職渠と子どもの在学痛校との相関関係はきわめて高い
ことが搬」商’できる。
IV結 び
　これまで調査結果をもとに，赫潟市内の3つの高校
に通う生徒の，学校生活に対する意識や学校選択の要
因をみてきた。その中で明らかになった主な点を整理
し，結びとしたい。
　第一に，調査対象となった現代の高校生は，学校生
酒に態してかなりの不満をもっていることがわかっ
たe満足度が高いのは友達のみである。ただ，学校生
活についての意識は，高校によってかなりの違いが認
あられた。すなわち，県下トヅブの進学校であるA校
の生徒は授業や部活など学校でのフォーvノレな活動に
充実を感じながら取り組んでいるのに対し，B校，c校
の生徒は，休み蒔間に友達と遊んだりしている暗等ど
ちらかと言えばイγフt　一一マルな活動の中に学校生活
の拠り翫やよろこびをみいだしていることがわかっ
た廿
　第二に，友達同士謡すことは，人生や国家社会のこ
とよりも身近な問題が多かったが，A校とB校，　C校
とでは議題にかなりの違いが認められた。すなわち，
A校の生徒は勉強や成績のことについて話す割合が
他撫こ比べてかなり高いだけでなく，話題に広がりが
みられるのに魁し，B校，　C校の生徒の場合は，「性や
異性」等特定の問題に話題が集中しがちであることが
わかった。
　第三に，高校選択の主要な要因は何といっても成績
であり，現在の高校生は自分の興味・闘心や将来の夢
希望する職業などよりも成績によって高校を選ばざる
を得ない状況にあることが明らかになった。
　第四に，高校によって親の最終学歴iや職業に大きな
差があることが認められた。すなわち，偏差値の高い
学校ほど親が高学歴で管理的ないし専門的技術的職業
に従事している割合が高く，高校の学力格差（子ども
の進学先）と親の階層差との相関関係はきわめて高い
ことカ…明らカヰこなった。
　以上，高校生の学校生話についての意識や学校選択
の要因勧騨にまとめてみたが，いずれの調査項目に
ついても高校によって大きな違いがあることが顕著な
特徴であった。今日，「ユOOの高校があれば100の序列が
ある」といわれる現実の中で，高校ごとに生徒の意識
が急速に分化し，多様化しているのである。そして，
そうした分化・多様化の背景には，それぞれの学校の
生徒がせおっている親の階層差という問題も存在す
る。高校再編が歩みだした現在，青年と青年をとりま
く状況を今一度捉え直し，見つめ麿していく必要があ
ろう。
　　（本研究において大変お世話になった阿部靖子，牛
　腸衣子，高関とも美，田村仁，高橋窟士夫の各氏と
　調査に協力してくださった高校生のみなさんに厚く
　お礼申し上げたい。）
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